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15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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アドベント主日礼拝
２０２3 年　１２月　１７日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 渡辺愛秀兄　 　　　
受付 ： 若村めぐみ姉　 　     

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 良きおとずれ」

「 素晴らしいホーリーナイト」

聖歌１２７番「 ノエルをばはじめに」

ルカ１章３９節～５６節

「 主の語りかけを信じる者は幸い」

聖歌１３６番「 御冠をも汝は捨てて」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ルカ１章３９節～５６節
39, それから、 マリアは立って、 山地にあるユダの町に急いで行った。

40, そしてザカリヤの家に行って、 エリサベツにあいさつした。

41, エリサベツがマリアのあいさつを聞いたとき、 子が胎内で躍り、 エリサベツ

は聖霊に満たされた。

42, そして大声で叫んだ。 「あなたは女の中で最も祝福された方。 あなたの胎

の実も祝福されています。

43, 私の主の母が私のところに来られるとは、 どうしたことでしょう。

44, あなたのあいさつの声が私の耳に入った、 ちょうどそのとき、 私の胎内で

子どもが喜んで躍りました。

45, 主によって語られたことは必ず実現すると信じた人は、 幸いです。」

46, マリアは言った。 「私のたましいは主をあがめ、

47, 私の霊は私の救い主である神をたたえます。

48, この卑しいはしために目を留めてくださったからです。 ご覧ください。 今

から後、 どの時代の人々も私を幸いな者と呼ぶでしょう。

49, 力ある方が、 私に大きなことをしてくださったからです。 その御名は聖な

るもの、

50, 主のあわれみは、 代々にわたって主を恐れる者に及びます。

51, 主はその御腕で力強いわざを行い、 心の思いの高ぶる者を追い散らされ

ました。

52, 権力のある者を王位から引き降ろし、 低い者を高く引き上げられました。

53, 飢えた者を良いもので満ち足らせ、 富む者を何も持たせずに追い返されま

した。

54, 主はあわれみを忘れずに、 そのしもべイスラエルを助けてくださいました。

55, 私たちの父祖たちに語られたとおり、 アブラハムとその子孫に対するあわ

れみをいつまでも忘れずに。」

56, マリアは、 三か月ほどエリサベツのもとにとどまって、 家に帰った。

「主の語りかけを信じる者は幸い」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 12 月 13 日御言葉

コリント人への手紙 第一　13 章 13 節

こういうわけで、 いつまでも残るのは信仰と希望と愛、 これら三つです。 その

中で一番すぐれているのは愛です。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●私たちの生きているこの世界に存在するものは、 時間がたてば必ず変化して

いきます。 この法則を物理学の世界での言葉では、 「エントロピー増大の法則」

というそうです。 形あるものは必ず崩れる。 とよく言いますが、 そのことです。

　私たちも生まれてきた以上いつかはこの地上で与えられた、 体とお別れしなけ

ればならない終わりの時は誰もが迎えなければなりません。 そのことを深く考

えれば誰もが怖くなるという経験をするのではないでしょうか？

　聖書の時代の人々も、いつまでも残る魂の救いを求めていました。 何をしても、

この肉体で永遠に生きることはできないのです。 しかし、 聖書は私たちに命を

与えて下さった神様を求め、 神様がこの地上に送って下さった愛の現れである

イエスキリストを信じ心に受け入れるならば、 私たちの内で永遠に働く神の愛が

いつまでも残ると語って下さっています。

　いつまでも残る 「愛」 というものは人間誰もが必要としているものです。 それ

らをいつまでも変わらず持ち続けるために必要なことは、 まずは第一に 「信仰」

から始まるのです。 そして続けて、その信仰から「希望」が与えられます。 そして、

最終的にいつまでも私たちの心で生きて働き永遠に残る 「神の愛」 が心に残る

のです。

　無条件で私たちをまず大切にしてくださる 「神の愛」 はクリスマスにこの世界

に届きました。 この変わらないいつまでも残る 「神の愛」 をわたし達信じ受け

入れ、 希望が与えられ、 愛が与えられ続ける者でありたいです。

では、 今日の歩みも、 「信仰と希望と愛」 をもって生きる者でありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12月13日（水)

 12月10日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    4+0 人    5+2 人   7+2 人  20（16+4）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会     　　　　　１人　　３人　　　　４人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝「クリスマス礼拝」（12月 24 日〈日〉）

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： ルカ２章１節～２０節

説　　教 ： 「最初のクリスマス」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「素晴らしいホーリーナイト」 「もろびとこぞりて」

　　　　　　　　聖歌１３７、 讃美歌１０９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多守兄

集会案内

クリスマス礼拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
12月 24日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:0012月20日(水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい .

★原市場聖書教会での礼拝は以下の個人の感染防止対策にご協力お願いいたします。

　　1, 発熱等の症状がある場合は、 無理をせず Zoom をご利用下さい。

　　２ マスクの着用については個人の判断を基本といたします。

　　　 体調がすぐれないと感じられた際は着用をご検討ください。

★一年間神様に守られた感謝の表れとして、 一人一人祈り心を持ち感謝をもって準備したものをお献

　　げいたしましょう。 クリスマス感謝献金袋をご用意しています。 ご利用ください。

●クリスマスの各集会

・ １２月２２日 （金）　　１４: ００～１６:00　　　　　　　　　「子どもクリスマス」

・ １２月２３日 （土）　 １９:00 ～２０:30　　　　　　　　「キャンドルサービス」

・ １２月２４日 （日）　　１０:30 ～１２:00　　　　　　　　「クリスマス礼拝」

　　　　　　　　　　　　 　　　　１2:00 ～１5:00　　　　　　　　「クリスマス祝会」

●赤毛のアンクリスマス会は９名の参加者が与えられ祝福のうちに終わりました。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １２月１９日 ~ １２月２２日 （火～金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

子どもクリスマス会　　　　　　　　　　　　　 14:00 ～ 12:0012月22日(金）

クリスマス祝会            　　 　　　　　　  12:00 ～ 15:00　

キャンドルサービス　　　　　　　　　　　　　 19:00 ～ 20:3012月23日(土）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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